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超高圧大容量高油圧パイプケープルの技術開発

1 ま え が き

現在， 建設を進めている知多火力連絡線に1回

線 70万kWと我国最大容量の強制油循環冷却の高

油圧パイプケープルを採用する。本ケープルには

今回藤倉電線碗と共同で技術開発をした， 導体に

交流実効抵抗の低減を計るための素線 絶 縁 導 体
と， ヶ ー プルの熱伸縮対策としてのオフセットパ

イプによる分散吸収方式を採用する。 以下にその
概要を報告する。

2 棄縁絶縁導体の効果と纏籠工法

素線絶縁導体は全素線を酸化二銅皮膜（厚さ約
l.2µm)で絶縁したものである。

(1) 交流実効抵抗低減効果

供試ケープルは 275kV3000mm 2 の 5 分割導体

で， 素線絶縁導体と普通導体と比較しながら実 施

した。その結果J
CSの計算式にお

ける表皮効果低減
係数の定数として

普通導体では0.41 斎

であるのに対して 効

0.03 

0.02 

素線絶縁導体では (9kIn) 
悶 0.01

i 0. 3 となる。

この結果に基づ

いて算出した各サ

イズにおける交流

実効抵抗値を第1
図に示す。第1図

から今回使用する
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第1図各サイズの交流実
効抵抗

2500mrn2では導体抵抗を約14.6％低減が可能なこ
とがわかる。 これによって冷却容量が小さくで
き， ジステムの簡易化ならびに省エネルギ ー 化も
可能となる。

(2) ケ......プル接続工法

ケープルを接続する際， 酸化第2銅皮膜を除去
する必要がある。その 除去方法として第2図に示
すサンドプラストエ法（アルミナ粉を圧搾空気に

よって導体に吹き付ける）を開発した。
本工法は導体および絶縁体に損傷を与えること

なくほぼ 100 ％除去でき， 作業も比較的短時間で
あり， 密閉ボックス内で行なうため安全衛生上も
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問題なく施工できる。
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第2図 サンドプラスト工法の概念図

3 ケーブル熱伸縮吸収対策
今回のケ ー プルは大サイズ， 大容量であるため

ケ ー プルの熱伸縮量が大きい。一方ケープルは絶
縁油を充填した鋼管内に直線に布設されているた
め， ケ ー プルの熱伸縮は自然に発生するスネーク
（蛇状のくねり）によって吸収される。スネー ク
の起きた部分のケ ー プルは， 直線部のケープルに
比べて小さな応力で変位が増大し熱伸縮が集中す
る。従ってスネー ク部のケープルに過大な機械カ
が加わりケープルを損傷させる恐れがある。

この対策としてケ ー ブル熱伸縮を分散させると
ともに極端なスネ ー クにならないようにするため
第 3 図に示す］レ ー ト中に適当間隔(100rn-150rn)

にオフセットパイプ（曲管） を配置する分散吸収
方式を開発した。

本方式を採用することによってケ ー プルの熱挙
動は安定し， 線路の信頼性を格段に向上させるこ
とができる。 （技術開発G)
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第3図 オフセットパイプによる分散吸収方式
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